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                 1．はじめに

 日本における喫煙率が年々低下する傾向にある中，20才代および30才代の女性の喫煙率は増加傾向を

示している1）。女性は妊娠，出産を担う性であり，喫煙がこの女性特有の役割に及ぼす悪影響につい

ては種々の指摘がなされている2）・3）・4）・5＞。従って，妊娠，出産を間近に控えた年代が対象である大学

の健康教育プログラムの中に，喫煙の有害性に関する単元を設け実施することは重要な課題であると考

えられる。

 以上の観点から本研究では，教授の直接の対象である大学生女子の喫煙実態を調査し，喫煙防止教育

実施上の資料を得ることを目的とした。

                H．方     法

 調査対象は岡山県内A短期大学1993年度在籍の女子学生とし，1993年6月下旬から同年7月上旬の問

に質問紙による調査を実施した。調査用紙の作成にあたっては先行研究の質問文6）・7）βい）等を参考に

した。回答はこの無記名自記式質問紙による配布・回収法で，体育実技または保健体育講義の授業におい

て担当教師が集めた。結果の集計には岡山大学総合情報処理センターの電算機を用い統計的処理を行なっ

たlo）。

                皿．結果と考察

 質問紙の配布，回収状況を表1に示した。質問紙配布対象805人より760通の回答が得られ，回収率は

94．4％であった。この内，喫煙習慣に関して無記・不明であった15通を除いた745通を有効回答とし分

析の対象とした。有効回答数は調査時在籍数の50．6％であった。

 調査対象者の年令は，18才が444人（59．6％），19才が258人（34．6％），20才が41人（5．5％），無記・
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不明が2人（0。3％）であった。学年は1年生が582人（78．1％），

明が2人（0．3％）であった。

2年生が161人（21．6％），無記・不

1．喫煙習慣について

 喫煙習慣別人数を表2に示した。喫煙者は50人（以下喫煙群）で喫煙率は6．7％であった。非喫煙者

は695人で非喫煙率は92．2％であった。非喫煙者の内訳は，過去も現在も喫煙してない非喫煙者が635人

（以下非喫煙群）で85．2％，過去に喫煙経験がある非喫煙者が58人（以下前喫煙群）で7．8％，吸って

みたいと思っている者が2人（以下喫煙予備群）で0．3％であった。

 田中ら11）は広島県内の某女子短期大学1年生の喫煙率を5．9％と報告している。また，藤井ら12）は岡

山県内の私立短期大学の女子の喫煙率を5．3％と報告している。従って，本調査の喫煙率6．7％は，同種

の学校種別で比較するとほぼ近い値であると考えられる。しかし，岡山県内の4年制大学の1．0％12）と

比較するとやや高い値であると考えられる。

表1．調査対象および回収率 表2．喫煙率

在   籍   数

調査票配布数
回   収   数

回   収   率

有 効 回 答 数

1472人

805通

760通

94．4％

745通

N（％）

喫非前喫

 煙
i  煙

i  煙

?予 備

群群群群

50（6．7）

U35（85．2）

T8（7．8）

Q（0，3）

合   計 745（100。0）

2．喫煙群について

1）喫煙する理由

  喫煙群の喫煙する理由を表3に示した。回答の多かった項目はJil頁に，「ストレス解消」が68．0％，

 「習慣になっている」が58．0％，「落ち着く」が48．0％，「手持ちぶさたの解消」が36．0％，「おいし

い」が30．0％等となった。逆に，喫煙の理由として少なかった項目は，「大人つぼく見える」と「男

女平等を主張できる」が0．0％，「社交の小道具になる」と「集中力が高まる」が2．0％，「ダイエット

 に効果がある」が6．0％であっ
                表3．喫煙する理由（喫煙群・50人）     回答数（％）
た。これらの結果を藤井ら12）

の報告による岡山県内の調査

結果と比較すると，項目の順

位も数値もほぼ同様であった。

以上より，喫煙する理由には

個人の精神的，心理的なもの

が強く作用しており，外部に

対して自己を表現する意味付

けはきわめて弱いと考えられ

る。

おいしい

ストレス解消

手持ちぶさたの解消

集中力が高まる

落ち着く

ダイエットに効果がある

社交の小道具になる

大人つぼく見える

男女平等を主張できる

習慣になっている

15 （30．0）

34 （68．0）

18 （36．0）

1（2．0）

24 （48．0）

3（6．0）

1（2．0）

0（0．0）

0（0．0）

29 （58．0）

〈複数回答〉
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2）喫煙開始年令について

 喫煙群の喫煙開始年令を表4に示した。回答の多かった年令は，順に，16才が30．0％，15才が18．0

 ％，17才が16．0％で，中学，高校時代が多いという結果であった。田中ら”）は初回喫煙の時期は高

等学校時代が多いと報告しており，藤井ら’2）は喫煙開始時期を高校，大学時代が多いとしている。

本調査の結果は，これらの報告とほぼ同じであった。

3）喫煙本数について

 喫煙群の1日の喫煙本数を表5に示した。回答が多かったのは，順に，10本が26．0％，5本が20。0

％，20本が14．0％であった。この結果は藤井ら12）の報告とほぼ一致した。

表4．喫煙開始年齢（喫煙群について） 表5．喫煙本数（喫煙群について）

年  齢

 12

 13

 14

 15

 16

 17

 18

 19

無 記

合 計

人数（％） 本  数

1（2，0）

3（6．0）

5（10．0）

9（18．0）

15 （ 30．0）

8（16．0）

6（12．0）

2（4．0）

1（2．0）

50 （100．0）

 2

 3

 4

 5

 6

 7

 10

 15

 20

 30

無 記

合 計

人数（％）

1（2．0）

4（8．0）

1（2．0）

10（20．0）

3（6．0）

3（6．0）

13 （ 26．0）

5（10．0）

7（14．0）

1（2．0）

2（4．0）

50 （100．0）

3．喫煙しない理由

 非喫煙群と前喫煙群の喫煙しない理由を表6に示した。回答が多かった項目は，非喫煙群では多いほ

うから順に「喫煙に関心がない」が71．5％「健康を害する」が69．9％，「煙が不快」が63．5％，「妊娠出

産に悪影響」が60．6％であり，前喫煙群では「健康を害する」が67．2％，「妊娠出産に悪影響」が48．3

％，「外見的に印象が良くない」が46．6％，「喫煙に関心がない」が39．7％の回答であった。

 両群の項目を比較すると順位と内容に若干の違いが見られる。即ち，川目位についてみると非喫煙群で

表6．喫煙しない理由（非喫煙群・635人）（前喫煙群・58人） 回答数（％）

非喫煙群
健康を害する

美容に悪い

他者の健康を害する

喫煙に関心がない

妊娠出産に悪影響

煙が不快

恋人に嫌われる

家庭で禁止されている

法律で禁止されている

外見的に印象が良くない

444  （69．9）

210  （33．1）

268  （42．2）

454  （71．5）

385  （60．6）

403  （63．5）

93  （14．6）

73  （11．5）

64  （10．1）

300  （47．2）

前喫煙群
39  （67。2）

18  （31．0）

13  （22．4）

23  （39．7）

28  （48．3）

16  （27．6）

17  （29．3）

ll  （19．0）

8 （13．8）

27  （46．6）

〈複数回答〉
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は「喫煙に関心がない」が第1位であるのに対し，前喫煙群では「健康を害する」，「妊娠出産に悪影響」

が上位を占め，健康被害が意識されているようである。内容については，非喫煙群で「煙が不快」が上

位にあげられ，前喫煙群では「外見的に印象が良くない」が上位に位置している。非喫煙群では個人レ

ベルの理由が主であるのに対し，前喫煙群は他者への意識が多少見られるのではないかと考えられる。

また，各項目への回答率をみると，非喫煙群では6割を越えたものが4項目あるのに対して前喫煙群で

は1項目のみであり，非喫煙群の方が喫煙しない理由を多く持っていると考えられる。

 喫煙防止教育の観点からみると，「喫煙に関心がない」という理由が上位にあることは歓迎すべき結

果ではない。学習者が明確な理由をもって喫煙しないという行動を選択することが，喫煙防止教育プロ

グラムの最終的な目標となるからである13）・14）・15）・16）・17）。関心が無いという状態は非常に不安定で，何時，

如何なる契機で喫煙者にならないとも限らない。女性の喫煙開始年令は各年代に広く分散しているとい

う指摘18＞もあり，喫煙率が低いという状態のみに満足することなく，喫煙しないことの積極的価値を

理解させることの重要性が示唆された。

 回答が少なかった項目は，非喫煙群では「法律で禁止されている」が10．1％「家庭で禁止されている」

がll．5％，「恋人に嫌われる」が14．6％であった。前喫煙群では「法律で禁止されている」が13．8％，

「家庭で禁止されている」が19．0％であった。両群とも上位2項目が同じで，法律，家庭を問わず「禁

止」という理由は拘束力が無いと思われる。ただ，数値をみると両項目とも前喫煙群の方が僅かに大き

く，法律または家庭により禁止された結果，禁煙した者がいる可能性を窺わせる。

4．喫煙してみたい理由

 現在は非喫煙者であるが喫煙願望がある

者2人の喫煙してみたい理由を表7に示し

た。「落ち着けそう」，「手持ちぶさたの解

消になりそう」，「男女平等を主張できそう」

があげられた。少数で多寡や傾向を検討で

きないため藤井ら12＞の報告を参考までに

引用すると，回答の多いほうから順に「ス

トレスの解消になりそう」が71．4％，「落

ち着けそう」が57．1％，「タバコはおいし

そう」が35．7％，「手持ちぶさたの解消に

なりそう」が14．3％等となっており，回答

の少ない方は「男女平等を主張できそう」

表7．喫煙してみたい理由（喫煙予備群・2人）

                  回答数（％）

ストレスの解消になりそう

落ち着けそう

おいしそう

手持ちぶさたの解消になりそう

ダイエットに効果がありそう

社交の小道具になりそう

集中力が高まりそう

大人つぼく見えそう

興味がある

男女平等を主張できそう

0（0。0）

1（50．0）

0（0．0）

0（0．0）

1（50，0）

0（0．0）

0（0．0）

0（0．0）

0（0．0）

1（50．0）

〈複数回答〉

が0．0％で「大人つぼくみえそう」と「興味がある」がともに7，！％等となっている。

5．周囲の喫煙状況について

周囲の喫煙状況を喫煙習慣により分けた群ごとに表8に示した。

1）全体の傾向について

  回答全体では「父親のみ」が51．7％，「仲の良い友人」が39。2％であり，次いで「好きな有名人」，

 「恋人」，「兄・姉」，「祖父母」が20％弱で並んだ。父親の喫煙率は「両親ともに」の4．0％を加える
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表8．周囲の喫煙環境 回答数（％）

全体（N＝745） 喫煙群（Nこ50） 非喫煙群（N＝635） 前喫煙群（N＝58） 喫煙予備群（N±2）

1，父親のみ 385（51．7） 26（52．0） 331（52．1） 27（46．6） 1（50．0）

2．母親のみ 14（！．9） 0（0，0） 13（2．0） 1（1．7） 0（0、0）

3．両親ともに 30（4．0） 4（8．0） 24（3．8） 2（3．4） 0（0．0）

4．兄・姉 135（18．1） 17（34，0） 105（16．5） 12（20．7） 1（50．0）

5．弟・妹 29（3．9） 5（10．0） 21（3．3） 3（5．2） 0（0．0）

6．祖父母 130（17．4） 10（20、0） l！4（18．0） 6（10．3） 0（0．0）

7．仲の良い友人 292（39．2） 43（86，0） 218（34．3） 31（53．4） 0（0．0）

8．恋人 ．137（18．4） 28（56．0） 88（13．9） 21（36．2） 0（0．0）

9．好きな有名人 145（19．5） 10（20、0） l17（18．4） 17（29．3） 1（50．0）

10．尊敬する教師 80（10．7） 4（8．0） 70（11．0） 6（10．3） 0（0．0）

〈複数回答〉

 と約56％となる。母親の喫煙は「母親のみ」が1．9％であり「両親ともに」の4．0％を加えると約6％

 となった。「弟・妹」は3．9％であった。

 全国調査による1990年の成人喫煙率は，男性が61％で女性が14％である1）。両親の喫煙率をこの全

国値に対する割合を計算すると，父親の喫煙率が約1割低いのに対し母親は約4割低い。従って，両

親とも全国値よりも低いが，父親に比べて母親の喫煙率の方がやや低いと思われる。しかし，藤井

 ら21）による岡山県内の国立4年制大学対象の同様の調査によれば，父親の喫煙率が48％，母親が4

％であり，県内大学全体では父i親が55％，母親が5％である12）ので，同一地域あるいは大学種別で

比較すると両親とも喫煙率がやや高いことが考えられる。

 兄弟姉妹の中では「弟・妹」の喫煙率が「兄・姉」より低いのは，調査対象がほぼ未成年であるこ

 とに起因する。

2）喫煙群について

 喫煙しているという回答の多かった項目は順に「仲の良い友人」が86．0％，「恋人」が56．0％，「父

親のみ」が52．0％，「兄・姉」が34．0％，「祖父母」と「好きな有名人」が同値で20．0％等となった。

喫煙しているという回答が少なかった項目は，少ない方から順に「母親だけ」が0．0％，「両親ともに」

と「尊敬する教師」が8．0％，「弟・妹」が10．0％であった。

  回答が50％を越えたのは「父親のみ」，「仲の良い友人」，「恋人」の3項目であった。他群で50％を

越える数値があるのは非喫煙群の「父親のみ」だけであり，前喫煙群では「仲の良い友人」だけであ

ることから，喫煙群の周囲には他群よりも喫煙者が多く存在するものと考えられる。藤井ら12）の報

告と比較すると「父親のみ」と「恋人」の順位が逆転しているが，項目の順位も数値もほぼ同様であっ

た。子供にとって父親は「大人のモデル」であり「生き方の手本」とされ22），また，友人，恋人関係

は価値観や行動パターンをお互いに容認できなければ成立しないであろうから，喫煙者の周囲には心

理的に親密な関係にある喫煙者が多く存在することは当然と考えられる。『女子学生の喫煙行動を規

定しているのは異性の友人』23）という記述から，友人よりも更に強い結び付きをもつ恋人の影響力は

大きいと推察できる。

  「弟・妹」に10．0％の回答があったことは注目に値する。絶対値は小さいものの本調査対象者より

 も更に若年の未成年喫煙者の存在を示している。また，数値が他群よりも2乃至3倍大きい。上述の

如く，喫煙者本人の喫煙習慣の形成は身近な者の喫煙により促進される。その意味では本調査の喫煙
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群は模倣者であるが年下の弟・妹に対しては逆にモデルとなったと考えられる。自らの喫煙が自身の

健康を害すると同時に，このような機能を持つことを喫煙者に知らしめるが重要と考えられる。

3）非喫煙群について

 喫煙しているという回答の多かった項目はIll頁に「父親のみ」が52．1％，「仲の良い友人」が34．3％

であった。「好きな有名人」，「祖父母」，「兄・姉」がほぼ同値でそれぞれ18．4％，！8．0％，16．5％で

あった。喫煙しているという回答が少なかった項目は，少ない方から順に「母親だけ」が2．0％，「弟・

妹」が3．3％，「両親ともに」が3．8％であった。

  「父親のみ」への回答が一番多いことは喫煙群と同じであり，その数値も同様である。しかし，回

答の数値が50％を越えたのはこの1項目だけであり，また，次に多かった「仲の良い友人」も喫煙群

の半分以下であった。このことから，喫煙群に比べ，非喫煙群の周囲には喫煙者が少ないと考えられる。

4）前喫煙群について

  喫煙しているという回答の多かった項目は順に「仲の良い友人」が53．4％，「父親のみ」が46．6％

で「恋人」が36．2％，「好きな有名人」が29．3％等であった。回答が少なかった項目は，少ない方か

 ら順に「母親だけ」が1。7％，「両親ともに」が3。4％，「弟・妹」が5。2％等であった。

 喫煙群，非喫煙群の1位が「父親のみ」であるのに対し，この群では「仲の良い友人」が1位であっ

 た。「父親のみ」と「両親ともに」から父親の喫煙率をみると，喫煙群が60．0％，非喫煙群が55，9％

であり，この群の50．0％はやや低い傾向を示す。従って，非喫煙の理由として「家庭で禁止」が若干

多かったことも考慮すると，モデルとしての父親が非喫煙者であることが喫煙中止の遠因になってい

 る可能性が考えられる。

5）喫煙予備群について

  喫煙予備群の周囲の喫煙状態は，「父親のみ」，「兄・姉」，「好きな有名人」が各1件あげられた。

 回答者が2人置少数で，群として多寡や傾向を検討するのは不適当と思われるので，藤井ら12＞の報

告を参考までに引用すると，回答の多いほうから順に「父親のみ」が62．5％，「友人」が43．8％，「好

 きな有名入」が31．3％，「尊敬する教師」が18．8％等となっており，回答の少ない方は「母親のみ」，

 「両親とも」が0．0％で「恋人」が6．3％等となっている。

6）まとめ

  身近にいる者が喫煙者だと喫煙習慣を獲得しやすいことは一般に認められた事実であり，両親，兄・

姉など先に存在する家族の喫煙習慣は後続の者を喫煙者にする可能性が高い。通常，子供の喫煙習慣

 の有無に大きな影響力を持つ「母親」に関連する回答率が低い傾向にあるものの，回答の上位に家族

が位置したことは先行研究と一致する結果であった9）・19）。また，喫煙群，前喫煙群の1位である「仲

 の良い友人」については，喫煙開始のきっかけとしても喫煙継続環境としても，その喫煙習慣の有無

 が重要視されている正6）渕。物理的に身近にいる家族と同様，心理的に身近な存在である友人の喫煙習

慣が本人の喫煙習慣獲得を促進するものと考えられる。喫煙が承認された行動であるという意識があ

 るか，仲間意識を補強する意味を持たせて喫煙しているのか等，更に周辺の知見を集積することの必

 要性が示唆された。

6．喫煙者に対するイメージ

男女喫煙者に対するイメージ評定を喫煙習慣により分けた群ごとに表9に示した。これは，15対の相

6
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表9．男性及び女性の喫煙に関する評定平均値

喫 煙 群 非喫煙群 前喫煙群 喫煙予備群
男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性

健康的な一不健康な 3．24 3．26 3．76 4．19 3．65 4．22 4．50 5．00

元気な一疲れた 3．06 3．28 3．51 3．68 3．59 3．86 5．00 3．50

強い一弱い 2．50 2．86 3．63 3．16 2．91 3．40 2．00 3．00

真面目な一不真面目な 3．10 3．26 3．30 3．73 3．43 3．71 4．50 4．00

かしこい一おろかな 2．98 3．04 3．28 3．60 3．36 3．71 4．50 4．00

近寄りたい一遠ざかりたい 2．82 3．00 3．47 3．60 3．36 3．71 4．50 4．00

くつろいだ一緊張した 2．48 2．54 2．58 3．78 3．48 3．64 3．50 3．00

従順な一反抗的な 3．06 3．IQ 3．25 2．82 2．65 2．76 2．50 2．00

幸せな一不幸せな 2．76 2．96 3．08 3．37 3．02 3．40 3．00 4．00

堅実な一冒険的な 3．06 3．08 3．22 3．38 3．！4 3．36 3．00 3．00

異性に興味のある一異性に興味のない 2．58 2．62 2．80 2．66 2．71 3．69 3．00 3．50

学業成績が良い一学業成績が悪い 3．10 3．14 3．17 3．35 3．23 3．48 3．50 2．50

アルコールを好む一アルコールを好まない 2．43 2．70 2．41 2．43 2．40 2．50 3．00 3．00

情愛のある一情愛のない 2．62 2．98 3．04 3．15 3．12 3．19 3．00 3．00

好感が持てる一好感が持てない 2．64 2．94 3．45 3．79 3．22 3．47 3．00 3．00

※評価尺度については質問紙の設問6及び設問7を参照のこと。

反する概念のどちらにより近いイメージにを抱くかを数字で回答するもので，一2から＋2の5段階の

評定を1から5に置き換えて集計した。従って，数値は3を中立として，左側の語に近いイメージを強

く抱くほど1に近づき，その反対では5に近づく。2．5より大きく3．5より小さい範囲を中立域として，

この範囲に入らない数値を示したものをイメージされた項目として取り上げた。

1）喫煙群について

  男性については「アルコールを好む」（評定平均値2．43。以下同様），「くつろいだ」（2．48）という

 イメージを，女性については「不健康な」（3．62）というイメージを抱いている。しかし，中立域の

 項目が大部分であり，他の喫煙者に対しては性別に関わらず容認も否定もしていないと考えられる。

2）非喫煙群について

  男性については「不健康な」（3．76），「弱い」（3．63），「アルコールを好む」（2．41），「疲れた」

 （3．51）というイメージを，女性については「不健康な」（4．19），「好感が持てない」（3．79），「緊張

 した」（3．78），「不真面目な」（3．73），「疲れた」（3．68），「おろかな」（3．60），「遠ざかりたい」

 （3．60），「アルコールを好む」（2．43）というイメージを抱いている。マイナスイメージが殆どであ

 り，かつ，喫煙群の評定に比べ項目数が多い。特に，女性喫煙者に対しては8項目あり，女性喫煙者

 に対しては男性喫煙者に対してよりも強い否定的なイメージを抱いていると考えられる。

3）前喫煙群について

  男性については「不健康な」（3．65），「アルコールを好む」（2．40），「疲れた」（3．59）というイメー

 ジを，女性については「不健康な」（4．22），「疲れた」（3．86），「不真面目な」（3．71），「おろかな」

 （3．71），「遠ざかりたい」（3．71），「異性に興味がない」（3．69），「緊張した」（3．64）というイメー

 ジを抱いている。女性の喫煙者に対しての評定は非喫煙群と同様にマイナスイメージが殆どであり，

 かつ，喫煙群に比べ項目数が多い。また，女性喫煙者に対しては明らかに否定的イメージの項目が5

 項目あり，女性喫煙者に対しては男性喫煙者に比較してより強い否定的イメージを抱いていると考え

 られる。

4）喫煙予備群について

  喫煙予備群の評定は非喫煙群，前喫煙群と同じような傾向を示すが，回答者が2人と少数で，群と

7
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 しての多寡や傾向を検討するのは不適当と思われる。喫煙予備群の評定について藤井ら’2）の報告で

 は，喫煙予備群の評定は非喫煙群，前喫煙群と同じような傾向を示していた。

5）まとめ

  喫煙群は他者の喫煙に関しては，その性別に関わらず強い否定的なイメージを抱いてはいない傾向

であった。しかし，男性については他群と共通に「不健康な」，「アルコールを好む」をイメージして

いた。非喫煙群，前喫煙群は他者の喫煙に関して喫煙群よりも否定的イメージが強かった。また，同

性である女性の喫煙に対しては否定的イメージが特に強まる傾向であった。喫煙群の評定が「くつろ

いだ」のみであったのに対し，両群共通のマイナスイメージは「不健康な」，「疲れた」，「不真面目な」，

 「緊張した」であった。

  滝野ら24）は喫煙に関するイメージを写真によって調べ，女性の喫煙についてのみマイナスイメー

ジが高かったと報告している。また，田中らIDの女子短期大学生を対象とした調査によれば，男女

の区別なく喫煙を不可とする者が64．2％，女性の喫煙に否定的な者が25．0％であった。さらに，女性

の喫煙を特別視する者が71．3％もおり，女性の喫煙は容認されない傾向にあると思われる。

7．たばこの害に関する知識

 表10にたばこおよび喫煙を原因とする害についての正誤判断の正答率を喫煙習慣別に示した。喫煙予

備群を除いて群別，カテゴリー別の平均値をみると3群とも三次害が80％台で一番高く，喫煙群，非喫

煙群，前喫煙群の順に82％，82％，85％であった。次いで一次害，二次害の70％前後，四次害の40％台

であったb正答率は，群による違いは少なくカテゴリーによる違いが大きい，という結果であった。三

次害の正答率が高かったのは，妊娠・出産という女性特有の身体機能に関するカテゴリーであったため

と考えられる。たばこ害の間接的側面である四次害の正答率が他のカテゴリーに比べ低い値であった。

それはこのカテゴリーの項目は，自分自身に直接関連付けてあるいは明瞭な現象として認識する機会が

少ないためと考えられる。「火災原因」が他の項目に比べやや高い正答率を示していることは，ニュー

表10．喫煙・タバコ害に関する正誤判断の正答率 N（％）

喫煙群（N＝50） 非喫煙群（N＝635） 前喫煙群（N＝176） 平均 喫煙予備醐N＝2）

第 1）ビタミン等の栄養素の破壊 39（78，0） 441（69．4） 45（77．6） 2（100．0）

一次 2）肌の衰えの促進・シワやシミの増加

R）喫煙開始年齢の早さと死亡率との関係

38（76．0）

R6（72。0）
（75）
489（77．0）

T04（79．4）

（73）
45（77。6）

R5（60．3）
（72） （73）

2（100．0）

Q（100．0）

害 4）タバコ誤飲による赤ちゃんの死亡 37（74．0＞ 431（67．9） 41（70。7） 1（50．0）

第 1）主流煙より強い副流煙の毒性 41（82．0＞ 503（79．2） 47（81．0） 2（100．0）

二次 2）喫煙者の子供とぜんそくとの関係

R）喫煙者の妻と肺ガンとの関係

29（58．0）

Q7（54．0）
（66）
364（57．3）

S03（63。5）
（67）
33（56．9）

S7（81．0）
（70） （68）

0（0．0）

Q（100．0）

害 4）空気汚染との関係 35（70．0） 428（67．4） 35（60．3） 2（100．0）

第 1）不妊症との関係 31（62。0） 379（59．7） 37（63．8） 1（50．0）

三次 2）早産・流産・死産との関係

R）低体重児との関係

47（94．0）

S2（84．0）
（82＞
593（93．4）

T37（84．6＞

（82）
54（93．1）

T2（89．7）
（85） （83）

2（100．0）

P（50．0）

害 4）障害児との関係 44（88．0） 566（89．1＞ 53（91．4） 1（50．0）

第 1）上位を占める火災原因 31（62．0） 420（66．1＞ 36（62．1） 2（100．0）

四次 2）公害対策費用との関係

R）国民保険による医療費との関係

27（54．0）

P7（34．0）

（48）
249（39．2＞

P81（28．5＞
（42）
26（44．8）

Q2（37．9）

（46） （45）
1（50．0）

P（50．0）

害 4）会社の経営に及ぼす悪影響 20（40．0） 202（3！．8＞ 22（37．9） 1（50．0＞

平      均 （68） （66） （68） （67）
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ス報道等で取り上げられる頻度が高いためであろうと考えられる。

 非喫煙群の喫煙しない理由の筆頭が「喫煙に関心がない」であることの問題は既に指摘した。他群に

比べ特に高い正答率を示してないことから，たばこ・喫煙の害に関する幅広い正確な知識を特に有して

いるとは考えられず，このことが非喫煙の積極的理由を持たないことの説明に有効ではないかと考えら

れる。妊娠・出産に関するカテゴリーへの正答率は高かったのであるから，この知識を非喫煙の理由に

結付けることが重要と考えられる。

IV．ま と め

 本研究の対象は岡山県内A短期大学1993年度在籍の女子学生とし，1993年6月下旬から同年7月上旬

の問に質問紙により，たばこ・喫煙について調査を実施した。調査時在籍数の50．6％にあたる745通の

有効回答が得られた。

 回答者の年令は，18才が59．6％，19才が34．6％，20才が5．5％であり，学年別では1年生が78．1％，

2年生が21．6％であった。

 結果は以下の通りであった。

1）喫煙習慣別の割合は，喫煙者が6．7％，非喫煙者が85．2％，前喫煙者が7．8％，喫煙予備群が0，3％

 であった。

2）喫煙群の喫煙開始年令は，16才が30．0％，15才が18．0％，17才が！6．0％であった。1日の喫煙本数

 は，10本が26．0％，5本が20．0％，20本が14．0％であった。

3）喫煙群の喫煙する理由として多かったのは「ストレス解消や気分転換になるから」が68．0％，「習

 慣になっているから」が58．0％，「落ち着くから」が48．0％であった。逆に，回答が少なかったもの

 は「大人つぼく見えるから」と「男女平等を主張できるから」で0．0％，「社交の小道具になるから」

 と「集中力が高まるから」が2．0％であった。

4）喫煙しない理由は，非喫煙群で回答が多かった項目は，「喫煙に関心がない」が71．5％，「健康を害

 する」が69．9％，「煙が不快」が63．5％，「妊娠出産に悪影響を及ぼすことがあるから」が60．6％であ

 り，前喫煙群では「健康を害する」が67．2％，「妊娠出産に悪影響」が48．3％，「外見が悪吟」が46．6

 ％であった。非喫煙群の方が回答率の高い項目が多かった。

  回答が少なかった項目ほ，非喫煙群では「法律で禁止されている」が10．1％，「家庭で禁止されて

 いる」が11．5％，「恋人に嫌われる」が14．6％であった。前喫煙群では「法律で禁止」が13．8％，「家

 庭で禁止」が19．0％であった。両玄とも「禁止されているから」という理由は少なかった。

5）周囲の喫煙状況について回答の多かった項目は，喫煙群では「仲の良い友人」が86．0％，「恋人」

 が56．0％，「父親のみ」が52．0％であった。非喫煙群では「父親のみ」が52．1％，「仲の良い友人」が

 34．3％であった。前喫煙群では「仲の良い友人」が53．4％，「父親のみ」が46．6％であった。喫煙群

 における「仲の良い友人」，「恋人」への回答率が高い傾向であった。

6）喫煙者に対するイメージについては，喫煙群は性別に関わらず否定的傾向は少ないと考えられるが，

 男性喫煙者に対しては「不健康な」，「アルコールを好む」というイメージが3群に共通していた。女

 性喫煙者に対して非喫煙群と前喫煙群は同様の傾向を示し，男性喫煙者に比べより強い否定的イメー

 ジを抱いていると考えられた。その具体的項目としては，「不健康な」，「疲れた」，「不真面目な」，

 「緊張した」であった。

7）たばこ・喫煙の害に関する知識については，妊娠・出産という女性特有の身体機能に関するカテゴ

 リーに関ずる質問の正答率が高かったが，間接的悪影響に関するカテゴリーの正答率は低かった。
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《資 料》 本調査の質問紙

〈設問1＞あなたの吉 の人の喫煙行動についておたずね

    します。当てはまるものがあれば，いくつでも

    ○印を付けて下さい。

 1．父親だけが習慣的に喫煙している。

 2。母親だけが習慣的に喫煙している。

 3．両親ともに習慣的に喫煙している。

 4．兄・姉の中に習慣的に喫煙している者がいる。

 5．弟・妹の中に習慣的に喫煙している者がいる。

 6．祖父母の中に習慣的に喫煙している者がいる。

 7．仲のよい友人の中に習慣的に喫煙している者がい

  る。

 8．恋人が習慣的に喫煙している。

 9．好きな有名人が習慣的に喫煙している。

 10。尊敬している教師が習慣的に喫煙している。

〈設問2＞麺の喫煙の習慣についておたずねしま

    す。1つだけ○印をつけて下さい。

 1．習慣的に喫煙しており，今後もやめるつもりはな

  い。（→設問3へ）

 2．習慣的に喫煙しているが，量を減らしたい。（→

  設問3へ）

 3．習慣的に喫煙しているが，やめたい。（→設問3

  へ）

 4．習慣的に喫煙していたが，現在はやめている。

   （→設問4へ）

 5．喫煙の習慣はない。（→設問4へ）

 6．喫煙の習慣はないが，今後は喫煙してみたいと思っ

  ている。（→設問5へ）

〈設問3＞設問2で1または2または3に 巨を・けた

  におたずねします。それ以外の方は，この設問

  には答えないで下さい。

1．いっから喫煙を始めましたか。（ ）才頃から

2．1日に何本位の喫煙をしていますか。（ ）本

位

3．喫煙している理由として，当てはまるものがあれ

ば，いくつでも○印を付けて下さい。

 1．おいしいから。

 2．ストレスの解消や気分転換になるから。

 3．手持ちぶさたの解消になるから。

 4．集中力が高まるから。

 5．落ち着くから。

  6．ダイエットに効果があるから。

  7．社交の小道具になるから。

  8．大人つぼく見えるから。

  9．男女平等を主張できるから。

  10．習慣になっているから。（→設問6へ）

〈設問4＞設問2で4または5に 匠を・けた におたず

   ねします。それ以外の方は，この設問には答え

   ないで下さい。

   喫煙していない理由として，当てはまるものが

   あれば，いくつでも○印を付けて下さい。

！．健康を害するから。

2．美容に悪いから。

3．他者の健康にも害を及ぼすことがあるから。

4．喫煙に関心がないから。

5．妊娠・出産に悪影響を及ぼす可能性があるから。

6，タバコの煙が不快だから。

7．恋人，または好きな異性に嫌われるから。

8．家庭で禁止されているから。

9．法律で禁止されているから。

！0．女性の喫煙は，外見的に印象が良くないから。

 （→設問6へ）

＜設問5＞設問2で6に Eを・けた におたずねします。

   それ以外の方は，この設問には答えないで下さ

   い。

   現在喫煙の習慣が無いにもかかわらず，今後は

   喫煙してみたいと思っておられる理由として，

   当てはまるものがあれば，いくつでも○印を付

   けて下さい。

1．タバコはおいしそうだから。

2．ストレスの解消や気分転換になそうだから。

3．手持ちぶさたが解消できそうだから。

4．集中力が高まりそうだから。

5．落ち着けそうだから。

6．ダイエットに効果がありそうだから。

7．社交の小道具になりそうだから。

8．大人つぼく見えそうだから。

9。男女平等を主張できそうだから。

10．興味があるから。

〈設問6＞喫煙する《男性》の一般的なイメージとしてし

    て，次の15項目の反意語のどちらを強く連想す

    るかということについて，5段階評価（一2・

    一1・0・1・2）のどれか1つにO印を付けて
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下さい。

（D健康的な

（2）元気な

（3）強い

㈲真面目な

（5）かしこい

（6）近寄りたい

（7）くつろいだ

（8）従順な

（9倖せな

（1①堅実な

 ある

      ユ        エ     

トー一十一一一トーートー一H不健康な

トー一十一一一トー一←一一H疲れた

トーートー→一一→一一ヨ弱い

ト一一トーートー一十一一H不真面目な

トー→一一一十一一一トーーヨおろかな

トー遠ざかりたい
トー一一一緊張した
トーートー一十一一一十一一H反抗的な

トー十一一十一一トーヨ不幸せな

トー冒険的な（n）異性に興味のトー一十一一異性に興味のな
                   レへ
（1唯業成績が良トートー＋一学業成績力・悪い

（1塀『一ルをト＋一＋一一トH難己一ルを好

く14晴愛のある トー一一情愛のない
㈲好感が持てるトー一十一一一トー一十一一H好感が持てない

＜設問7＞喫煙する《女性》の一般的なイメージとして，

    次の15項目の反意語のどちらを強く連想するか

    ということについて，5段階評価（一2・一1・

    0・1・2）のどれか1つに○印を付けて下さい。

（1腱康的な

（2）元気な

（3）強い

（4）真面目な

（5）かしこい

（6）近寄りたい

（7）くつろいだ

（8）従順な

（9倖せな

（1①堅実な

 ある

一2   －1   0    1    2

トー→一一一トーートーH不健康な

トー一1一一一トー一十一一H疲れた

トー一一個口
トー一一不真面目な
トー一一トー一十一一一トおろかな

トーートー一十一一一トー一→遠ざかりたい

トーートー十一一←一一一H緊張した

トー一十一一一トー一←反抗的な

トー一←一一十一一十一一H不幸せな

トーートーートー一←一一H冒険的な
（11）異性に興味のトー一→一一一十一一→一一一ヨ異性に興味のな
                   レへ
（切ﾈ業成績が良トーートー一一←一←一一H学業成績が悪い

（’塀告コ→レをトー一癖己一ルを女子
（14精愛のある トー一←一一→一一一十一一H情愛のない

個好感が持てるトー一十一一→一一一トーH好感が持てない

＜設問8＞次の［A］～［D］の文を読み，正しいと思う

    ものに○印を，正しくないと思うものに×印を，

    わからないものに△印を付けて下さい。

［A］ 1．

2．

 ）喫煙は不妊症の原因にはならない。

 ）妊娠女性の喫煙は，早産，流産，死産

  を引き起こす危険性がある。

（）妊娠女性の喫煙は，低体重児の出生と

  は直接関係がない。

（）妊娠女性の喫煙は，障害児の出生とは

［B］1． （

3．

4．

2． （

3．（

4． （

［C］1．（

2． （

3． （

4． （

［D］1。 （

2． （

3． （

4． （

 直接関係がない。

）副流煙（タバコの先から立ち上る煙）

 の毒性は，主流煙喫煙者が吸う煙）

 より弱い。

）家族に喫煙者がいる場合，こどもはぜ

 んそくになる可能性が強い。

）喫煙習慣のある夫を持つ妻は，肺ガン

 になる可能性が強い。

）タバコの煙は，空気汚染の原因とはい

 えない。

）喫煙によって，ビタ．ミン等の栄養素が

 破壊されるということはない。

）喫煙は，肌の衰えを促進し，シワやシ

 ミを増やす。

）喫煙開始年齢が早ければ早いほど死亡

 率が高い。

）赤ちゃんがタバコを1本を食べたとし

 ても，死に至るということはない。

）タバコの火の不始末は，わが国の火災

 原因の上位を占めている。

）喫煙と公害対策費用は，あまり関係が

 ない。

）喫煙率の高さと国民保険による医療費

 は，あまり関係がない。

）喫煙者は，会社の経営に影響を及ぼす

 ことがある。

〈設問9＞あなた自身とあなたの所属校のことについてお

    たずねしますのでお答え下さい。

1）年齢（平成5年6月1日現在）

1，

4，

7．

10，

18才 2．

21才 5．

24才 8．

それ以上

19才 3．20才

22才 6．23才

25才 9．26才

2）学年（平成5年6月1日現在〉

  1．1年生 2．

  4，4年生

3）学校種別

  1．4年制大学

  3．短期大学

  5，専門学校

2年生 3．3年生

2．4年制女子大学

4，女子短期大学

＜設問10＞喫煙についてのご意見やお気付きのことがあり

    ましたら，ご自由にお書き下さい。
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